
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
ま
ち
の
文
化
財<

１１> 
 

町
天
然 

ナ
ウ
マ
ン
象
の
臼
歯
化
石 

昭
和

５５
年
７
月

２１
日
指
定 

 
 

昭
和
４７
年
７
月
、
津
口
で
前
年
に
行
わ
れ
た
河
川
改
修
工
事
に
よ

り
掘
り
上
げ
ら
れ
た
廃
土
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ナ
ウ
マ
ン
象
は
、
洪
積
世
後
期
（
５
万
年
〜
３０
万
年
前
）
の
日
本

の
最
も
代
表
的
な
陸
上
哺
乳
類
で
、
瀬
戸
内
海
海
域
や
日
本
海
海
底

な
ど
か
ら
数
多
く
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
中
国
地
方
内

陸
部
か
ら
の
出
土
は
貴
重
で
す
。 

 

こ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
周
辺
の
丘
陵
に
は
、
洪
積
世
前
期
と
推

定
さ
れ
る
山
砂
利
層
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
後
地
盤
の
隆
起

と
浸
食
が
起
き
て
盆
地
が
で
き
、
ナ
ウ
マ
ン
象
が
い
た
洪
積
世
後
期

に
は
そ
の
盆
地
に
湖
沼
が
あ
り
、
そ
の
湖
沼
堆
積
層
中
に
ナ
ウ
マ
ン

象
が
埋
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い 

ま
す
。
発
見
さ
れ
た
化
石
は
、
咀 

嚼
面
の
左
右
の
摩
滅
の
度
合
い
の 

相
違
や
、
４
す
じ
残
る
咬
板
の
高 

さ
の
変
化
な
ど
か
ら
、
左
上
顎
の 

第
二
大
臼
歯
で
は
な
い
か
と
推
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

発
見
地
の
周
辺
か
ら
は
、
時
代 

は
異
な
り
ま
す
が
、
大
型
の
カ
キ 

の
化
石
や
珪
化
木
（
木
の
化
石
） 

な
ど
の
化
石
も
出
土
し
て
お
り
、 

地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
子
の 

一
旦
が
う
か
が
え
る
場
所
と
し
て 

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
ま
ち
の
文
化
財<

12> 
 

町
重
文 

観
音
堂
・
御
影
堂
・
護
摩
堂 

昭
和

59
年
５
月

15
日
指
定 

 
 

観
音
堂
（
本
堂
）
と
御
影
堂
（
別
名
：
大
師
堂
）
は
元
禄
15
年
（
一

七
〇
二
年
）
に
、
護
摩
堂
は
寛
文
７
年
（
一
六
六
七
年
）
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
す
。
虹
梁
に
彫
ら
れ
た
渦
巻
き
や
若
葉
模
様
の
彫
刻
や
木
鼻

の
な
ど
が
、
こ
の
時
代
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。 

 

観
音
堂
と
御
影
堂
の
再
建
は
火
災
焼
失
の
２
年
後
に
さ
れ
て
お
り
、

再
建
に
は
、
広
島
大
工
57
人
の
ほ
か
、
木
挽
３
人
、
甲
山
大
工
４
人
が

あ
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
消
失
後
短
期
間
で
の
再
建
や
、

地
元
大
工
の
関
わ
り
を
見
て
も
、
大
田
庄
解
体
後
も
、
人
々
の
心
の
拠

り
所
と
し
て
、
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

境
内
で
は
、
毎
年
４
月
20
日
に 

火
渡
り
行
事
が
行
わ
れ
、
県
重
文 

の
絹
本
著
色
弘
法
大
師
像
の
年
に 

一
度
の
ご
開
帳
も
あ
り
ま
す
。 

▲御影堂の虹梁 
▼観音堂（手前）と御影堂（奥） 


